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へ
一
レ
、
一
へ'
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-
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.

,

':: 

M

歐
に
於
て.

戰
火
尙
酣
な
る
時
、
ブ
レ
ス
ト
リ
ト
フ
ス
ク

‘

講
和
が
成
立
し
た
こ.

と
■

は
、
連
合
國
側
に
次
の
よ
ぅ
な
危
惧
を
孓
仁
ら
し

^
。
第

1
\
ド
夾
ッ
©¥

赛

勢

を

樂
.

に
し
、
#:
:
つ
^

.

. 

1
 

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

- 

« 

■ 

.

t -.

ベ
：て
0.
戰
線
に
择
け
农
年
和
耍
望
を
熾
烈
方

:'
&

し
：め
冬
で
あ
る

.'
5

'-..

0#

露̂

對
し
亡
.傅
染
胜
：の
實
例
ざ
教
各
.が
も
1>
札
丧
い
>0
'

以
^
の
.危

惧

抝

加

克

そ

.
き

い
ど
確
信
し
、：
ソ
ヴ
ィH

ト
政
權
の
敵
側
か
ら
特
宠
の
力
を
加
え
.れ
ば
、
そ
.の
急
速
な
崩
壞
ば
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
疑
が
わ
な
か
つ
た 

の
で
、
ソ
ヴ
ィH

ト
政
權
を
打
倒
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
»:
を
樹
立
し
Y
目
^
に
ブ
ル
ジ
ョ
T
的
秩
序
を
復
活
さ
せ
る
こ
ど
を
欣
然
と
し
て 

行
な
つ
た
。
叉
一
古
、
ソ
ヴ
ィH

ト
政
權
'の
成
功
と
、
.そ
の
强
化
と
は
打
倒
せ
ら
れ
た
諸
階
級一

-地
主
及
び
資
‘本
家
、
，粉

碎

せ

ら

れ

た
.-  

.
戰
時
共
產
主
義
時
代
の
エ
業
机
織
、

,
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.
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四
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六
七
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四〕
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い
離
政̂

-

-

-

-

立
憲

&

主
»

員
、;:

'

'
,

:%
^

シ
.-

グ
ォ

# :

丨
3

社
會
革
命
黨
巧
_
衞

寧
.̂

c

f

〕
す
こ

I

I

さ
せ
た
。
か
く
し
て
一
九
一
八
年
の
前
半
に
、
ソ
ヴ
ィ

H

ト
政
權
打
倒
の
二
っ
の
勢
力
が
形
管
れ
た
。

.パ
,

こ
©

鐵
力.

を
軍
事
的
に
打̂

せ
ん
と_

す
'̂

い
‘

ソ
ザ
イ

.H
.

ト
政
灌.̂

A
J

.

つ'

て-
.

何
ょ
り
も
第

1.
._

に'

せ
ね
は
な
ら
な
か
つ.

た
こ
と
は
、，
徹
底 

し
た
臨
戰

'

體
制
で
あ
っ
た
。
軍
需
生
産
、
そ
の
た
め
の
工
業
中
央
集
權

.

化
と
い
ぅ
ブ
口
セ
ス
は
、
臨
戰
體
制
の
な
す
べ
き
道
で
あ
っ
た
：。

.' 

し
か
し
、
そ
れ
は
又
、.

戰
爭.

の
要
求
の
み.

で
は.

な
ぐ
、.

ソ.

ヴ
イ
エ
ト
政
權
が
、
，大
な
り
小
な
り
進
む

.

べ
き
道
で
も
あ
つ̂

0

- 0

ま
^
、
臨

戰
と
い
ぅ
手
段
に
ょ
つ
て
、
ソ
ヴ
イ

1

{
ト
政
權
は
自

©

の
阁
的
を
屉
開
し
た
の
で
あ

‘

つ
た

。
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バ
ロ
シ
ア
.

帝

政

沒

落

後

：
.

勞

働

階

級

：の
、
政

治

的

權

カ

の

樹

立

め

：粑

め

_

.

當
然
の

.

目
檩
で.

あ
づ
：：た
。̂

業
坐
產

.

の
減
退
は
至
：る
所
化
生
じ
、
：產
業

&

あ.

名
部
門
で
は.

、：製
造
土
煬
主
の
多
く
が
仕
事
を
放
棄
し
た
。
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一
又
、
ル
ト
ヲ̂

キ̂

起
っ̂

”

ぞ
し

”

て
ノ
盡
は
勞
響
委
員
瀹
め
手
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
る
ょ
ぅ
に
散
つ
/た
尸
ぐ
丨 

-.
■

革
命
甿
後
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
は
、

ff
i

要
產
業
の
大
工
業
を

*

次
國
有
化
す
る
こ
と
以
外
明
確
な
、̂

し
て
、.

建
設
的
な
政
策
を
も
っ
：
 

て.

い
為
か.

：っ̂
.

和
か
ふ
崎
，*

命
於
ら
生
ま
れ
於

'H
#

置

#

が.

工
場
瞥̂

 ̂

久
の
ば
當
然
め
こ
士
セ
あ
っ
：た
。
ま
と
と 

に
~ |

エ
：場

委

員

會

は

、

.

.

口'

シ
，
ア

革

命

の
.

產

兒

で

：あ

り

、
：邮

ょ

ね

3
;

血
：っ,

«3
:
.-

り
：の
肉
で
办
る
ャ

1

ー
月
、
3 :

月
に
は
、ぐ
勞
働
者
は
、.

工
罾
を

.

.

.

.
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;
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す
て
：て
#
頭
獸
た：

る
帝
政
政
治
を
永
火
栏
葬
ね
：去
冬
べ
：く
街
爾
に
現
わ
れ
、
：：

H

場
®

作
業
杖
停
止
じ
だ

o.

:
;

次
^

て
：、
勞

働

者

は

：エ

場

に

彼

歸

.

し
、
そ
こ

.

に
多
擻
玲
企
業
甸
空
し
ぐ
放
棄

.

せ
ら
名
る
の
：を
み
た

，

^

.

長

：ら

ほ

、
：
，
各

自

'の
..

行
文
各
憎
む
：ぺ
き
行
爲
界
對
し
：て
今
や
勞
働
者
が
當
«

の
報
復
.

を
私
す
こ
と
を
恐
れ
：て
四
散
し
た
。
と
れ
.

が
た
め
、
エ
.

,
. 

.

.

• 

V
. 

J - 
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.

.

.

.

.

.
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.

.

.

.

.

.
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.
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I

場
对
支
配
機
關
啟
く
し
て
：作
業
に
着
手
す
べ
き
必
要
に
逢
著
し
、i

場
ば
3 :

;

場
委
員
を
選
出
上
て

-

そ
の
活
動
に
ょ
り
漸
ぐ
常
親

3

狀
態 

I:
;

盤
備̂

V

名
：

£

至
ゲ

I

。」
「

ェ
#

委
員
# :

:

砍
作
業
に

#

要
な
る
原
料
及
び
材
料
の
獲

# _̂

從
«

せ
ぉ
ば
な
ら
：な
か
っ
た
。
ェ
場
委
員
#
は

鄉
し
て
.

こ
れ
を
豫
知
せ
.

ず
、
何
人
も
規
定
せ
ぎ
办
し
饪
務
.

を
負
わ
ね
ば
溆
ら
«

か
が
.

％

」

'.
:

と
：は
？
第
^

.

親
'3

把
：工

場

贊
_

對
し
？
復
歸
し

.

た
賓
本
家
は
も
ぉ
よ

1

名
：の1

よ̂

龙
エ
場
管

®

^

，ノ
^ '.

p
 .K

;

は.
"

一.

九

- -

セ
年
西̂

:

に.H

場
篆
員
會
を
狐
限
ず̂

法
# :

を
®

^

'̂
* :

0̂
例
次
ば
、
江
場
委
員
會
養

«

Q

作
業
免
除
の
件
を
政
府 

の
エ
場
管
理.

部
？^

と
ず
务
こ
^ ;

''

0''
£

れ
は
：委

員

會

を

管

理

部

；に

從

屬

.

さ
'

せ

る
-.

%

'

の

で

あ

っ

允;0
當

然

の

：こ

と

教

が

ら

、
-^
員

會

は

こ

れ 

.

を
無
視
し̂

,

Q

,

で
資
承
家
ば
エ
場
閉
鎖
、
同
盟
解
:«

な̂

©

手
段̂

^

で
：

.

あ
る
。:.-

こ
の

W

、$

月

革

命

：の

當

時
1

ば.

僅.

か
1

|

^

四̂

焚
絮
笾
が
や_

 

立
づ
，て
：
い 

為
チ
听
ポ
委
員
會
と
紅
合
と
め

1

嫩̂

あ̂
;

が
、.

.

委
員

# /

は

創

設

著

、
：：

.

獨
立
:1 .

ヤ
存_

し
組̂

^

k
.
ヒ
^

亡

，费

真

會

は

雇

；傭

.

-

解

雇

：
‘

«'

金

藥

：の
；
決

定

：
の

如

き

«

働
乾
生
活
：の
調
節
に
當
り
ハ：

こ
れ
を
全
國
的
規
模
で
^

る

：の

を

組

合

が 

A
き
ぅ
け
-^,

。:

つ
ま
り
、
委
員
會
を
組
合
办
基
辦
と
^

”

組

合

の

；ハ
ー

 > 

般
政
廉
を
實
現
#

>

ど
：す
各
の
で
.

あ
^
。

一
 

九
；一.
七
年
-—

〇

月
第
一
.
一 

.

每
.
.工
J :

委
員
#;

連
^

#

議
で
：次
の
よ
う
fe
s-
^

ら
#

て
い
る
デ
.':-
-

1

勞
働
.

者
及
：.び
從
業
員
の
-M

傭
に
關
ず
^

.

勞
働
^

^

の
監
督
--
i

i

驗
業
組 

4:
:

办
.

指
導
の
卞
を
行
ゎ
故
私
ば
斯
ら
な
^:

々」

^

、
*

」

'

八
^

.

凡
：■

彻
職
潔
嚳
大
會
決
嚴
ぬ
も
次
の
上
ち
七
確
認
ざ
れ
て
^

0 

♦

!■
:

、-
努
1|
^

散
：の
創
造
>

を
齋
撖
壞
し
め
た
^

^

シ
7'

大
革
#

は
律
廉
の
%

初
ょ
觅
、
：#

エ
場
來
勞
働
者
'

の
代
表
機
關
を
設
置
1.

て
觜
„ 

^

企
業
01^

事
す
名
勞
« :.

者
の
補
益
5 :

:

» -

變
せ
し.

め
た

':

0
^ :
:&

仗
ち>

、.

^

瘍
.

馨
貫
1#

财#

通
、
、：'«
敷
組
合

.

の
履
行
ず.

る
任
務
を̂

^
^
 

3. 

«

の
^ :

'
-

あ
を

i
.

2
、
：

.

し

か

し

な

が

ぢ

(

.生

産

蒙

親

合

の

發

瘗

し

確

立

免

な
ら
ね
尤
な
ら
な
い
.
0 

3

、

(

略

)

4

、
エ
欺
委
員
含
に
し
て
未
だ
、
當
該
生
産
職
業
纰
合
の
機
關
と
化
せ
ざ
名
地
方
に
，於
て
は
、

H

場
•

委
员
俞
は
職
業
組
合
上
完
全
に
一
致
し
て
行
働
す
*

る

場

合

に

於

て

^

み

.

.

.

.m

要
な
役
割
を
溃
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。」

j

.

戰
時
共
遗
虫
義
時
代
の
エ
樂
糾
織
、

.

、
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,

.
十
丹
革
命
は
工
場
委
員
會
の
勞
働
者
統
制
上
の
役
割
を
一
變
し
て
ん
ま
り
た
。
す
な
わ
ち
、
'

二
、月
革
命
以
來
そ
の
存
立
の
理
由
で
あ
.

っ
. 

た

企

業

家

と

そ

の

投

機

行

爲

に

對

す

名

統

制

，が
，な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

し

、か

し

尙

、

委

員

會

は

坐

產

自

體

の

組

織

と

生

產

カ
 

の
.

振
興
と
の
任
務
を
も
つ
た
。

..一

九

r

七
年
一
一
月
ー
四
日
’

の

r

勞
働
監
督
に
關
す
名
法
律」

を
み
る
と
次
の
ょ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

.

t

'

M

傭
勞
働
客
を
使
用
し
、
叉
は
家
內
勞
働
を
提
供
す
^

す
べ
て
の
企
業
に
於
て
國
民
經
濟
の
統
制
を
期
す
る
た
め
、
こ
こ
に
生
產 

，
素
-

坐
產
物
及
汉
原
料
^

の
寶
質
ぐ
保
管
或
疼
ご
企
業
の
綞
财
的
龙
蔽
に
勞
働
監
督
办
制
を
行
な
う
と
':: 

■

ぐV
 

•.

;:
:

v

;

2、：：
r

企
業
の
澇

な
う
。
し
か
し
て
、
と
の
機
關
に
.

は
從
業
員
及
、び
技
術
員
の
代
表
者
を
參
與
せ
し
め
名
。〔

3

ヽ
4

、
5

、
6

略〕

へ'
'
:
、7

、
：

 

■

商

業

上

の*

密

は

と

：れ
.

を
'«

也

す

名>

營

業

主

は

瑰
&

の
會»

年

度

及

び

過.:
*

:

の

數

年

度

の

：帳

簿

及

び

報

吿

を

勞

働

監

#

機

關

に

:

提
示
す
名
義
務
あ

名

も

の

-と

す

る

P

'〔
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：9

赂

〕
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'
:
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;;

丨

' :.

;

:
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.
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•
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10

、ノ
す
べ
で
.

の
企
業
^

於

て

は

纖

主

：及
び
勞
働
監
督

)

の
た
め
に
選
.

ば
：れ
太
る
勞
働
者
'‘
從

雪

.
'
.及
ぴ
財
產
：の
保
譴
に
っ
舞
、
：.國
家
に
»

し
へ
て
責
任
.
の_
俅

置

に

あ^^
^
^
 ̂

.

-

.
ぐ
'.
.

-■
-

■

.

.

.

.
.

.
.

'
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

. 

\. 
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.

,

-

.

.

.

す

故

わ'
ち

、
、
こ

の

監

督

權

は

製

造

エ

讲

墨

寊

會

の

定

め

冬

も

の

，
で
：

^-

り
、：.
生
產
立
業
の
掠
奪
.
‘を
許
さ
ぬ
.

ょ
.

う
、
管
理
者
の
措
置
が
妥
當 

か
ど
う
：か
を
確
か
め
る
と
共
に
金
業
管
理
を
行
&

ヶ
も
の
で
あ
ク
た
一
：か
か
る
.勞
働
監
督
權
を
徹
底
的
に
實
行
す
れ
ば
管
理
權
を
國
家
に 

移

さ

ず

に

、
，
企

業

内

部

の

勞

働

者

團

體

の

病

中

：に

移

す

，
こ

'

とにな名が經營め

.

雨
頭
管
理
.

は
、、
資
本
家
の
生
產
事
業
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應
め
體
制
と
し
て
^

面
で
^

み
^

徵

す

る

ー

こ

と

は

ソ

新

政

權

の

衡

導

者

が

：、
社
 

.

會
主
義
の
成
長
す
る
猶
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^
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.
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テ
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.
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■

■

■

■

あ

.
，

の

寥
 

，
る

。d
e
m
o
c
r
a
t
i
c

' c
e
n
t
r
a
l
i
s

-s
.
.と

は

、

目f

3.
^

(

威

力〕

が
ー.
下
;«
.

細
#

:^
^

地
^

«

:'
*

_

を

通

与̂

炎

^
:;
*

會

に

造
 

'

一：方
、
：.指
令
.

が
.

中
央
委
員
會
か
ら
萍
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.
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革
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濟
會
議
は
、
.地
方
經
濟
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切
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t
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滿
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.
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.
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岸
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猶
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.
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^
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猶
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瓦
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;
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；.火
エ
業
.

ゼ
小
：エ
：業
と
6

^

つ
て
行
わ
.

れ
た
と
い
夂
よ
う
？
そ
1

て
1
1C

#

に
と
つ
て
能
率
は
必
要
で
.
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